
旧カリキュラム
（〜2018年度）

新カリキュラム
（2019年度〜）

⼤区分 中区分 ⼩区分 科⽬区分 履修ガイド記載の科⽬名 ＊1 
単
位
数

履修登録時・時間割の科⽬名 ＊2
単
位
数

選必 歴史と政治 2 近代史⼊⾨ 2
選必 ⽣活世界の哲学 2 社会哲学⼊⾨ 2
選必 ⽇本の防衛 2 安全保障論 2

2年次選択必修 選必 ⾔語と認知 2 ⾔語・認知・コミュニケーション 2
選必 メンタル・ヘルスⅠ 2 メンタル・ヘルス 2
選必 フィジカル・ヘルスⅠ 2 フィジカル・ヘルス 2
選必 プロフェッショナルの仕事Ⅰ 2 プロフェッショナルの仕事 2
選必 プロフェッショナルの仕事Ⅱ 2 企業・団体の課題解決 2
選必 教養演習ＡⅠ 2 基盤演習Ⅰ 2
選必 教養演習ＡⅡ 2 基盤演習Ⅱ 2
選必 ⼈間と⽣命 2 ⽣命科学⼊⾨ 2
選必 地球環境システム概論 2 環境学⼊⾨ 2
選必 法律の読み⽅ 2 法への誘い 2
選必 技術経営概論 2 スタートアップ研究 2

歴史と⼈間 選必 ヨーロッパ道徳思想史 2 倫理思想史 2
必修 英語Ⅰ 1 Communicative English Ⅰ 1
必修 英語Ⅱ 1 Communicative English Ⅱ 1
必修 英語Ⅲ 1 Communicative English Ⅲ 1
必修 英語Ⅳ 1 Communicative English Ⅳ 1
必修 英語Ⅴ 1 Communicative English Ⅴ 1
必修 英語Ⅵ 1 Communicative English Ⅵ 1
必修 英語Ⅶ 1 Communicative English Ⅶ 1
必修 英語Ⅷ 1 Communicative English Ⅷ 1
選必 地域研究特講 2 American Societies and Cultures 2
選必 国際協⼒論Ⅰ 2 国際開発協⼒論 2
選必 国際協⼒論Ⅱ 2 平和研究 2
選必 国際⼈権論 2 国際⼈権研究 2
選必 経済学⼊⾨Ａ 2 ミクロ経済学⼊⾨ 2
選必 経済学⼊⾨Ｂ 2 マクロ経済学⼊⾨ 2
選必 イスパニア地域論 2 ヨーロッパ⽂化資源論Ⅲ 2
選必 英語科教育法Ａ 2 英語科教育法Ⅰ 2
選必 英語科教育法Ｂ 2 英語科教育法Ⅱ 2
選必 英語科教育法Ｃ 2 英語科教育法Ⅲ 2
選必 英語科教育法Ｄ 2 英語科教育法Ⅳ 2
選必 社会科教育法Ａ 2 社会科教育法Ⅰ 2
選必 社会科教育法Ｂ 2 社会科教育法Ⅱ 2
選必 社会科教育法Ｃ 2 社会科教育法Ⅲ 2
選必 社会科教育法Ｄ 2 社会科教育法Ⅳ 2

【2013〜2018年度⼊学⽣⽤】

⾃由選択科⽬

教職に関する科⽬

※旧カリキュラムの学⽣（2018年度以前に⼊学した学⽣）で⾃分の必要とする旧カリキュラム科⽬が開講されていない場合、右側に記載されている新カリキュラム科⽬の単
位を修得することで旧カリキュラム科⽬の単位として読み替えられます。
※但し、記載のない科⽬においては、その限りではありません。
★次の科⽬は、同⼀名称ですが読替があります。そのため、履修登録時に単位区分が必修や選択ではなく、判定外となっていますが、無視して登録して問題ありません。卒
業要件などの各種判定時には読み替えられた正しい単位区分が表⽰されます。
「⾃然史へのいざない」「共⽣社会論」「⽇本国憲法」「環境政策論」
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専⾨教養
科⽬
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＊1 成績証明書・成績通知書（修学簿）に表⽰される科⽬名
＊2 履修登録時点から履修中にシステム上に表⽰される科⽬名

外国語部国際関係学科 授業科⽬読替表
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⽬

 読替とは？
2022年度までは⾃分のカリキュラムの科⽬を履修して、その科⽬の成績が付与されていましたが、2023年度以降は履修中の科⽬名と成績の科⽬名が別のもの
になることがあります。他学部・他学科からの提供科⽬やカリキュラムで名称が変わった時間割の科⽬名は、【読替前】の科⽬名です。履修登録から履修中
はこの科⽬名が表⽰されます。成績は、【読替後】の科⽬名でつきます。（成績通知書や成績証明書に記載される科⽬名）このうち【読替後】が学⽣⾃⾝の
カリキュラムに存在する科⽬名です。この関係を「読替」関係と呼びます。
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ビジョン
科⽬

1年次選択必修

ライフ・スキル
科⽬

キャリア科⽬

教養演習科⽬


